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資料 １

令和３年度 第二回豊洲市場に係る都区連絡調整協議会について 

 

１ 開 催 日 令和３年１０月１２日（火） 

 

２ 主な協議内容 

・都区間の３つの協議事項について都側から現状説明後、質疑。 

・都は、千客万来施設事業に関して、事業者から完成時期を１０ヶ月延伸する申し出が

あったが都は了承していないことについて説明。また、地下鉄８号線の延伸に関して、

国の交通政策審議会からの新たな答申や、地下鉄ネットワークの充実に関する都と国

の合意等について説明。 

 

（１）土壌汚染対策について 

区側 都側 

・地下水位の上昇抑制対策としての有孔

管の工事状況と、設置後の集水のモニタ

リングは行っているのか。 

・工事は地中障害物が見つかったため２ヶ月遅れ

の９月末に完了した。今後、モニタリングしてい

く。 

・直近の地下水位の測定結果で、６街区

と７街区の一部で４ｍを超えているが、

原因は何か。 

・７月、８月の降雨が例年の３倍程度であったこ

とから、緑地帯などの一部で水位が上昇した箇所

もあるが、局地的なものに留まっている。 

・専門家の意見は、３物質（※）のモニ

タリング結果について見解を述べること

が繰り返されているが、その他の追加対

策等の必要性の意見はないのか。 

専門家委員の役割は果たされているか。 

（※）ベンゼン、シアン、ヒ素 

・専門家の先生方には、空気や地下水質調査の結

果をホームページで公表する前に意見を求めて

おり、その中で、土壌汚染対策については、中・

長期的視点に立って、特に安全対策が必要な物質

について、意見をいただいている。 

（２）千客万来施設事業等について 

区側 都側 

・事業者から聴取している工期の延伸理

由は何か。 

・コロナ禍に伴う経営環境の変化、資金調達の調

整やオリンピックの開催に伴う交通規制などを

延伸理由に挙げている。 

・現在、この理由が１０ヶ月延伸にどう影響して

いるのかを厳しく精査している。 

・コロナの影響を主張する事業者に対し

て、都はどのように考えているのか。コ

ロナであるならしょうがないと考えてい

るのか。 

・都は、事業者と基本協定を結び、令和４年１２

月完成ということで事業を実施してきた。 

・コロナの感染拡大ということだけで、単に延伸

を認めることはできないと考えている。 
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区側 都側 

・基本協定書に定められた完成時期につ

いては、本協議会で都に再三確認してき

た。延伸について、区はとても容認でき

るものではない。 

・千客万来施設の確実な整備について区

が約束したのは東京都。都は区との約束

をどう認識しているのか。 

・千客万来施設については、豊洲移転の３つの条

件のうちの１つということで都として大変重く

受け止めている。 

・延伸を了承しておらず、事業者と調整中であり、

今後改めて対策等を説明する。 

 

（３）交通対策について（地下鉄８号線の延伸） 

区側 都側 

・国は関係予算を来年度予算で概算要求

しているが、東京都の８号線に係る来年

度予算のスタンスを伺う。 

・都知事と国土交通大臣で、財源確保についても

きちんとやっていくことについて合意が図られ

ており、都としても予算措置をしっかりとやって

いきたいと考えている。 

・東京メトロの有価証券報告書の記載に

ついて、但し書は追加されたが、新線建

設を行わない方針とする記載については

変更されていない。この文章構成となっ

たことについて、東京メトロから説明は

あったのか。 

・今回の有価証券報告書の記載事項の変更は、７

月の答申及び答申後の国と都の合意を踏まえ、８

号線（豊洲～住吉間）について事業化に向けて取

り組むという東京メトロとしての考え方を示し

たものと聞いている。 

 


